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自己資本比率は、金融機関の健全性を示す重要な指標
です。

の令和1年9月末時点の自己資本比率は、
15.38%と国内基準の4%を大きく上回り、健全に推移し
ています。

（注）�自己資本比率の算出方法を定めた「協同組合による金融事業に
関する法律第6条第1項において準用する銀行法第14条の2の
規定に基づき、信用協同組合及び信用協同組合連合会がその
保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるか
どうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第22号）」に
かかる算式に基づき算出しています。

	 なお、当組合は国内基準を採用しています。
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（単位：百万円）

区　　　　分
令和１年９月末

取得価格 時価 評価損益 うち益 うち損
満 期 保 有 目 的 の 債 券 10,500 10,472 △ 27 68 96
そ の 他 有 価 証 券 129,881 138,916 9,034 9,677 642

株 式 250 250 － － －
債 券 109,962 118,780 8,817 8,901 83
そ の 他 19,669 19,886 216 775 558

子 会 社 株 式 10 10 － － －
有 価 証 券 合 計 140,391 149,398 9,006 9,745 739

（注）1.　時価は令和１年９月末における市場価格等に基づいています。
	 2.　上記評価損益には繰延税金資産･負債を認識していません。
	 3.　デリバティブ等商品はありません。

（単位：百万円・％）

区　　　　分
令和１年９月末

債権額
（A）

担保・保証等
（B）

貸倒引当金
（C）

保全額
（D）=（B）＋（C）

保全率
（D）／（A）

貸倒引当金引当率
（Ｃ）／（Ａ－Ｂ）

破 産 更 生 債 権 および
こ れら に 準 ず る 債 権 3,335 2,024 1,311 3,335 100.00 100.00

危 険 債 権 8,339 6,446 912 7,358 88.23 48.17
要 管 理 債 権 148 74 29 104 70.40 40.42
不 良 債 権 計 11,823 8,545 2,253 10,798 91.33 68.73
正 常 債 権 204,843 （注）�金融再生法開示債権は貸出金のほか、貸出金に準ずるその他債権として債務保証見返、未収利息、

貸出金にかかる仮払金を対象としています。合 　 　 計 216,666

自己資本の構成（単体）� （単位：百万円）

項　　　目 令和１年９月末
コア資本に係る基礎項目の額� A=B+C 28,091

組合員勘定� B 27,684
一般貸倒引当金コア資本算入額� C 406

コア資本に係る調整項目の額� D 45
自己資本の額� E=A-D 28,045
信用リスク・アセットの額� F=G+I+J+K 171,974

資産（オン・バランス）項目 � G 170,399
うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 � H △ 2,105

オフ・バランス等取引項目� I 868
CVAリスク相当額を８％で除して得た額� J 705
中央清算機関関連エクスポージャーに係る
信用リスク・アセットの額� K 1

オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額�L 10,358
リスク・アセット等の額の合計額� M=F+L           182,333
自己資本比率（％）� E／M 15.38

自己資本の状況

有価証券の時価等情報

金融再生法開示債権および同債権に対する保全状況




